
10
月
は
ク
リ
ー
ン
排
水
推
進
月
間
・

浄
化
槽
強
調
月
間

●
ク
リ
ー
ン
排
水
推
進

　

毎
月
１
・
15
日
に「
明
徳
寺

川
の
自
然
を
守
る
会
」に
よ
る

明
徳
寺
川
の
水
質
調
査
を
実
施

し
、川
沿
い
に
あ
る
２
か
所（
さ

く
ら
橋
、
山
の
手
大
橋
）の
水

質
表
示
板
で
、
調
査
結
果
を
公

表
し
て
い
ま
す
。ま
た
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
通
年
の
調
査
結

果
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

●
浄
化
槽
の
適
正
な
維
持
管
理

　

浄
化
槽
を
管
理
す
る
方
は
、

法
令
に
よ
り
保
守
点
検
・
清
掃

を
実
施
し
、
法
定
検
査
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
適
正

な
管
理
を
し
て
い
な
い
と
、
浄

化
槽
の
機
能
低
下
や
悪
臭
な
ど

の
問
題
が
起
き
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
浄
化
槽
を
適
正
に
維

持
管
理
し
、
大
切
に
使
用
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
単
独
処
理
浄

化
槽
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、

下
水
道
へ
の
接
続
ま
た
は
合
併

処
理
浄
化
槽
へ
の
切
り
替
え
な

ど
、
生
活
排
水
処
理
施
設
の
整

備
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
課　
内
線
２
８
２

「
ひ
が
し
う
ら 

お
す
そ
わ
け
隊
」

養
成
講
座

●
ひ
が
し
う
ら
お
す
そ
わ
け
隊

　
買
い
物
、
ご
み
出
し
、
掃
除
、

話
し
相
手
な
ど
ふ
だ
ん
の
暮
ら

し
の「
ち
ょ
っ
と
困
っ
た
」を
個

人
の
で
き
る
範
囲
で
お
手
伝
い

を
す
る
地
域
の
サ
ポ
ー
タ
ー
で

す
。

●
と
き　
11
月
12
日
金▢

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

●
と
こ
ろ　
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容

　
お
す
そ
わ
け
隊
の
す
ゝ
め
☆
、

お
す
そ
わ
け
活
動
の
事
例
を
聞

い
て
み
よ
う
！　
な
ど

●
対
象　
町
内
在
住
の
方

●
定
員　
10
名（
先
着
順
）

●
受
講
料　
無
料

●
主
催

　

町
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
、

総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
な
な
い
ろ
）

●
そ
の
他

　
講
座
修
了
者
に
は
修
了
証
と

お
す
そ
わ
け
隊
の
証あ
か
し「
Ｈ
Ｏ
Ｔ

（
ほ
っ
と
）リ
ン
グ
」を
お
渡
し

し
ま
す
。

●
申
込
み

　
10
月
５
日
火▢
～
11
月
５
日
金▢

に
問
い
合
わ
せ
先
へ

問
総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
（
な
な
い
ろ
）

☎（
５
１
）７
６
９
７

※
火
～
土
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

の
午
前
９
時
半
～
午
後
８
時

（
火
曜
日
の
み
午
後
９
時
ま

で
）

公
共
施
設
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
状
況

　
町
で
は
、
平
成
25
年
３
月
に

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を

策
定
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
総

排
出
量
の
削
減
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
令
和
２
年
度

中
に
公
共
施
設
か
ら
排
出
さ
れ

た
温
室
効
果
ガ
ス
の
状
況
は
次

の
と
お
り
で
す
。

問
総
務
課　
内
線
２
４
５

※温室効果ガス
CO2（二酸化炭素）、メタン、N2O（一酸化二窒素）、ハイドロフルオロカー
ボン、パーフルオロカーボン、六フッ化硫黄、三フッ化窒素の７物質があ
りますが、この調査は CO2、メタン、N2O の３物質のみ集計

項　目
排出状況

平成25年度
(基準年度) 令和２年度 温室効果ガス

ＣＯ2

電気・都市ガス・ガソ
リンなどの使用量か
ら算出

3,035,616.1kg 2,807,392.6kg △7.5%

メタン ガソリン・軽油など
の自動車の走行距
離から算出

84.9kg 64.9kg △23.5％

Ｎ2Ｏ 2,465.6kg 1,898.5kg △23.0％

合　計 3,038,166.6kg 2,809,356.0kg △7.5%
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10
月
11
日
～
20
日

秋
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動

　
町
内
で
役
場
職
員
や
警
察
署

員
を
か
た
っ
た
不
審
な
電
話
が

多
発
し
て
い
ま
す
。不
審
な
電

話
は
一
旦
切
り
、役
場
や
警
察

署
に
事
実
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

・
電
話
の
相
手
が「
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
」「
暗
証
番
号
」

と
話
し
た
ら
、
す
ぐ
に
電
話

を
切
り
、
警
察
署
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

・
相
手
か
ら
何
を
言
わ
れ
て
も

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
渡
し

た
り
、
封
筒
に
入
れ
な
い
よ

う
に
す
る
と
と
も
に
、
暗
証

番
号
を
他
人
に
教
え
た
り
、

紙
に
書
い
た
り
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

・
言
葉
巧
み
な
犯
人
と
会
話
を

し
な
い
で
す
む
よ
う
に
、
在

宅
時
で
も
常
時
、
留
守
番
電

話
設
定
に
し
た
り
、
被
害
防

止
機
能
付
き
電
話
機
な
ど
の

被
害
防
止
機
器
を
活
用
し
た

り
し
ま
し
ょ
う
。

●
被
害
防
止
機
能
付
き
電
話
機

の
特
徴

①
電
話
を
か
け
て
き
た
相
手
に

通
話
を
録
音
す
る
旨
の
ア
ナ

ウ
ン
ス
が
流
れ
る

②
着
信
の
際
に「
迷
惑
電
話
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
」な
ど

と
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
る

③
通
話
内
容
を
自
動
で
録
音
す

る
問
防
災
交
通
課　
内
線
３
４
８

日
本
語
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座【
入
門
コ
ー
ス
】

Zoom

で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
。

ど
こ
か
ら
で
も
参
加
可
能

　
私
た
ち
の
地
域
に
は
外
国
人

住
民
が
多
く
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

外
国
人
住
民
と
一
緒
に
日
本
語

を
学
ぶ「
日
本
語
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

外
国
語
能
力
は
不
要
で
す
。
外

国
語
が
話
せ
な
い
方
も
た
く
さ

ん
活
躍
中
！

●
と
き

　
10
月
30
日
～
12
月
11
日

　
（
毎
週
土
曜
日　
全
７
回
）

　
午
前
10
時
～
正
午

※
７
回
の
う
ち
１
回
は
日
本
語

教
室
の
見
学（
希
望
者
の
み
）

●
と
こ
ろ

　

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム

「Zoom

」を
利
用

※
日
本
語
教
室
見
学
は
県
営
東

浦
住
宅
集
会
所

●
内
容

　
日
本
語
教
室
に
来
る
学
習
者

を
知
ろ
う
、
日
本
語
教
室「
に

ほ
ん
ご
ひ
ろ
ば
」へ
行
っ
て
み

よ
う　
な
ど

●
対
象　

・
高
校
生
以
上
で
日
本
語
学
習

支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興

味
が
あ
る
方

・
外
国
人
の
方
と
の
日
本
語
学

習
支
援
を
と
お
し
た
交
流
に

興
味
が
あ
る
方

・Zoom

へ
の
接
続
環
境
が

あ
り
、
マ
イ
ク
や
カ
メ
ラ
を

使
っ
て
参
加
可
能
な
方

●
定
員　
20
名

●
受
講
料　
無
料

※
通
信
費
な
ど
は
自
己
負
担

●
講
師　

・
名
古
屋
学
院
大
学

　
内
山　
喜
代
成
氏

　
梶
原　
彩
子
氏

・
名
古
屋
大
学
大
学
院
生

　
村
田　
竜
樹
氏

●
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

　
星
城
大
学　
松
本　
美
紀
氏

●
主
催　
町

●
受
託

　
多
文
化
共
生
ひ
が
し
う
ら

●
そ
の
他　

・
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

・
申
込
多
数
の
場
合
は
町
内
ま

た
は
近
隣
に
お
住
ま
い
の
方

を
優
先

●
申
込
み

　
各
回
開
催
の
１
週
間
前
ま
で

に
申
込
用
紙
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー

ル
、
郵
送（
当
日
必
着
）ま
た
は

直
接
問
い
合
わ
せ
先
へ

※
申
込
用
紙
は
協
働
推
進
課
で

配
布
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

問
協
働
推
進
課　
内
線
２
９
５

（
８
３
）９
７
５
６

kyoudou@
tow

n.
aichi-higashiura.lg.jp

〒
４
７
０-

２
１
９
２

　
（
住
所
不
要
）
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転
入
超
過
人
口
が
多
い
町
村

東
海
地
方
で
№
1
＆
全
国
５
位
に
！

　
総
務
省
統
計
局
が
毎
年
公
表

し
て
い
る「
住
民
基
本
台
帳
人

口
移
動
報
告　
２
０
２
０
年
結

果 

結
果
の
概
要　

転
入
超
過

数
の
多
い
上
位
20
町
村
」に
よ

る
と
、
１
位
の
軽
井
沢
町
を
筆

頭
に
、
東
浦
町
が
転
入
超
過
数

３
２
２
人
で
全
国
５
位
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
愛
知
県
に
留

ま
ら
ず
、
東
海
地
方
で
は
転
入

超
過
数
が
最
も
多
い
町
村
自
治

体
と
な
り
ま
し
た
。（
全
国
の

町
村
数
は
９
２
６
）

●「
ち
ょ
う
ど
い
い
」点
が
評
価
？

　
コ
ロ
ナ
禍
で
在
宅
時
間
が
増

え
た
こ
と
で
、
自
然
と
調
和
し

た
ゆ
と
り
あ
る
住
生
活
環
境
や
、

通
勤
の
利
便
性
な
ど
が
再
評
価

さ
れ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
引

き
続
き「
住
み
た
い
、
住
み
続

け
た
い
」と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

問
企
画
政
策
課　
内
線
２
９
０

緊
急
地
震
速
報
訓
練
放
送

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト（
全
国
瞬
時
警

報
シ
ス
テ
ム
）を
利
用
し
て
、

緊
急
地
震
速
報
の
全
国
的
な
訓

練
放
送
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
町
内
14
か
所
に
設
置

し
て
あ
る
屋
外
拡
声
器
の
ほ
か
、

お
手
持
ち
の
同
報
無
線
戸
別
受

信
機
や
防
災
ラ
ジ
オ
か
ら
、
訓

練
放
送
が
流
れ
ま
す
。

●
と
き　
11
月
５
日
金▢

　
午
前
10
時
頃
～

●
放
送
内
容

　
「
こ
ち
ら
は
、こ
う
ほ
う
ひ
が

し
う
ら
で
す
。た
だ
今
か
ら
訓

練
放
送
を
行
い
ま
す
」

　
「
緊
急
地
震
速
報
チャ
イ
ム
音
」

　
「
緊
急
地
震
速
報
、大お
お
じ
し
ん

地
震
で

す
。
大
地
震
で
す
。こ
れ
は
、訓

練
放
送
で
す
」×
３
回

　
「
こ
ち
ら
は
、こ
う
ほ
う
ひ
が

し
う
ら
で
す
。こ
れ
で
訓
練
放
送

を
終
了
し
ま
す
」

●
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練

　
訓
練
放
送
を
聞
い
た
際
に
は
、

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練（
し
せ
い

を
ひ
く
く
、
あ
た
ま
を

ま
も
り
、
じ
っ
と
し
た

ま
ま
１
分
間
）を
実
施

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
防
災
交
通
課

　
内
線
２
５
９

2020年 2019年
対前年
増減数

1 44)(   軽 井 沢 町 （ 長 野 県 ） 567 122 445 11

2 2)(    阿 見 町 （ 茨 城 県 ） 475 433 42 12

3 51)(   菊 陽 町 （ 熊 本 県 ） 382 116 266 13

4 23)(   寒 川 町 （ 神奈川県 ） 349 188 161 14

5 12)(   東 浦 町 （ 愛 知 県 ） 322 242 80 15

6 34)(   北 中 城 村 （ 沖 縄 県 ） 305 141 164 16

7 153)(  播 磨 町 （ 兵 庫 県 ） 292 13 279 17

8 21)(   益 城 町 （ 熊 本 県 ） 286 195 91 18

9 35)(   紫 波 町 （ 岩 手 県 ） 278 131 147 19

10 9)(    滑 川 町 （ 埼 玉 県 ） 266 247 19 20

注）（　）内の数字は2019年の順位

順位 町村

出典：「住民基本台帳人口移動報告　
2020年結果 結果の概要　転入超過数の
多い上位20町村」を加工して作成

順位 市町村名 転入超過数
1 名古屋市 (229万人 ) 3,075(0.13%)
2 日進市 (9.1万人 ) 539(0.59%)
3 豊川市 (18.2万人 ) 530(0.29%)
4 長久手市 (6.1万人 ) 380(0.62%)
5 東浦町 (4.9万人 ) 322(0.65%)

※市町村名の後の
カッコは人口、転
入超過数のカッ
コ内は人口に占
める超過数率

※愛知県全体で
は、転出者数が
転入を上回る

「転出超過」が
7,296人

私
立
高
等
学
校
な
ど
の

授
業
料
補
助
制
度

　
私
立
高
等
学
校
、
私
立
専
修

学
校
の
高
等
課
程
に
在
籍
す
る

生
徒
の
保
護
者
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
授
業
料
の
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
対
象

　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

・
令
和
３
年
10
月
1
日
に
お
い
て
、

愛
知
県
私
立
高
等
学
校
等
授

業
料
軽
減
補
助
金（
国
の
就
学

支
援
金
を
含
む
）の
受
給
資
格

認
定
を
受
け
て
い
る
方 

・
私
立
高
等
学
校
ま
た
は
私
立

専
修
学
校
の
高
等
課
程
に
在

籍
す
る
生
徒
の
保
護
者
で
町

内
に
住
所
を
有
す
る
方

※
所
得
制
限
あ
り

●
補
助
金
額

　
年
額　
1
万
円
以
内
／
人

※
年
額
の
授
業
料
か
ら
愛
知
県

私
立
高
等
学
校
等
授
業
料
軽

減
補
助
金（
国
の
就
学
支
援

金
を
含
む
）の
年
額
を
差
し

引
い
た
残
額
が
対
象

●
申
込
み

　
10
月
1
日
金▢
～
31
日
日▢
に
申

請
書
と
在
学
証
明
書
を
問
い
合

わ
せ
先
へ

※
令
和
３
年
1
月
2
日
以
降
に

転
入
し
た
方
は
、
令
和
３
年

1
月
1
日
現
在
に
住
所
が

あ
っ
た
市
町
村
で
発
行
さ
れ

た
令
和
３
年
度
の
市
町
村
課

税
証
明
書
の
提
出
が
必
要

※
学
校
で
ま
と
め
て
提
出
す
る

場
合
も
あ
る
た
め
、
学
校
か

ら
の
指
示
に
従
う
こ
と

●
申
請
書
と
在
学
証
明
書（
様

式
）の
配
付

　
原
則
、在
籍
の
私
立
高
等
学
校

ま
た
は
私
立
専
修
学
校
か
ら
配
付

※
も
ら
っ
て
い
な
い
方
は
学
校

教
育
課
で
配
布
ま
た
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド

問
学
校
教
育
課　
内
線
１
７
７

県内市町村での転入超過数

全国で転入超過数の
多い上位町村
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宝
く
じ
の
助
成
金
で
備
品
を
整
備

　
（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の
受
託

事
業
収
入
を
財
源
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
事
業
に
よ
り
、
石
浜
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

が
活
動
の
た
め
の
備
品（
紙
折

機
や
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
な
ど
）

を
整
備
し
ま
し
た
。

問
協
働
推
進
課　
内
線
２
９
５

10
月
11
日
～
17
日
は
第
68
回

精
神
保
健
福
祉
普
及
運
動

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ（
多
様
性
）

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

　
地
域
社
会
に
お
け
る
精
神
保

健
・
精
神
障
が
い
者
の
福
祉
に

関
す
る
理
解
を
深
め
、
精
神
障

が
い
者
の
福
祉
の
増
進
と
国
民

の
精
神
保
健
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

●
精
神
障
が
い
と
は

　
精
神
の「
病
気
」と
、
そ
れ
に

伴
う「
生
活
上
の
障
が
い
」が
あ

り
ま
す
。
統
合
失
調
症
、
う
つ

病
、
依
存
症
、
パ
ニ
ッ
ク
障
害
、

認
知
症
な
ど
症
状
も
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
、
外
か
ら
は
見
え
な
い

た
め
、
理
解
さ
れ
に
く
い
病
気

で
す
。

●
精
神
疾
患
は
誰
で
も
か
か
り

う
る
病
気

　
ス
ト
レ
ス
の
多
い
現
代
社
会

で
は
、
精
神
疾
患
に
か
か
る
方

が
増
え
て
い
ま
す
。
精
神
疾
患

は
体
の
病
気
と
同
じ
よ
う
に
、

誰
で
も
か
か
り
う
る
病
気
で
す
。

し
か
し
、
多
く
の
方
は「
自
分

と
は
無
縁
だ
」と
考
え
て
い
る

の
が
実
情
で
す
。

●
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

「
共
生
社
会
」を
築
こ
う

　

精
神
障
が
い
者
は
、
思
い
が

け
ず
精
神
疾
患
に
か
か
り
、
そ

の
症
状
の
た
め
に
生
活
の
し
づ
ら

さ
な
ど
の
障
が
い
を
有
す
る
方

で
、
豊
か
な
個
性
を
持
って
い
ま

す
。
精
神
障
が
い
者
に
対
す
る

誤
っ
た
認
識
や
偏
見
の
た
め
に
、

周
囲
の
方
が
拒
否
的
な
態
度
を

と
る
こ
と
に
よ
り
、
病
状
が
悪

化
し
た
り
受
診
が
遅
れ
て
し
ま

う
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

精
神
疾
患
に
か
か
っ
て
も
、
地

域
で
受
け
入
れ
ら
れ
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る「
共
生
社
会
」が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
障
が
い
支
援
課

　
内
線
１
６
２

戦
没
者
追
悼
式
お
よ
び
献
花

　
毎
年
、
先
の
大
戦
に
お
い
て

戦
没
さ
れ
た
御
霊
の
ご
冥
福
を

祈
る
と
と
も
に
、
恒
久
の
平
和

を
祈
念
す
る
た
め
、
東
浦
町
戦

没
者
追
悼
式
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
令
和
３
年
度
追
悼
式
は
規
模

を
縮
小
し
、
参
列
者
は
ご
遺
族

の
み
と
し
ま
す
。
献
花
は
ど
な

た
で
も
参
加
可
能
で
す
。

■
献
花
期
間

●
と
き　
10
月
14
日
木▢

　
午
後
１
時
～
３
時

●
と
こ
ろ

　
役
場
庁
舎
西
駐
車
場　
慰
霊

碑
前

問
ふ
く
し
課　
内
線
１
２
７

な
く
そ
う「
枯
草
火
災
」

～
枯
れ
る
前
に
刈
り
取
り
を
～

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
空
気
は

乾
燥
し
、
青
々
と
し
て
い
た
草

も
枯
草
と
な
り
ま
す
。
枯
草
は

簡
単
に
火
が
つ
き
、
燃
え
広
が

り
ま
す
。
枯
れ
る
前
に
刈
り
取

り
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
住
宅
周
辺
の
枯
草
に
注
意
！

　
枯
草
火
災
は
建
物
に
燃
え
移

る
危
険
性
が
非
常
に
高
い
で
す
。

建
物
火
災
に
よ
る
高
齢
者
を
中

心
と
し
た
死
者
の
発
生
を
減
少

さ
せ
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
た

め
に
も
空
き
地
の
所
有
者
・
管

理
者
は
、
建
物
に
近
接
す
る
草

を
刈
り
取
り
、
適
切
な
方
法
で

処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

●
枯
草
繁
茂
状
況
を
調
査

　
消
防
署
は
、
11
月
か
ら
町
内

の
枯
草
繁
茂
地
の
調
査
を
行

い
、
火
災
予
防
上
危
険
が
あ

る
と
判
断
し
た
場
所
は
、
そ

の
土
地
の
所
有
者
・
管
理
者

に
対
し
刈
り
取
り
を
依
頼
し

ま
す
。

問
半
田
消
防
署　
東
浦
支
署

☎（
８
３
）０
１
１
９
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